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Ｌ．１ Ｌ．２ Ｌ．３
主題・対象を示す 時・場面を示す（１） 事柄を並べる
・～をめぐって、～をめぐる ・～（する）上で ・～をはじめ主要な
・～とは ・～（した）上で ・および文型

・～というものは ・～に際して、～にあたって ・～やら～やら表現

・～といった＋名詞 ・～て以来、それ以来 ・それとも
そういった＋名詞 ・～において、～における ・または

・～と言えば ・そこで ・あるいは
・～と言うと ・～かける、～かけの ・～一方で、その一方で
＊視点・立場の表現< >1

・～にすれば、～にしてみれば
・～にしても

、 （ ）その他 ・～とともに（変化・推移） ・～べきだ、～べきではない ・～を通じて ～を通して 媒体
＊感情・感覚を強調する表現< > ＊「か」の使い方 ・～つつあるの 1

・～てしかたがない ・～せいか、～のか、～とか ・～（よ）うではないか文型

・～てしょうがない ・～かと思う、～のかと思った ＊取り立て・強調の表現< >表現 1
・～てたまらない ・～かのように ・～くらい、～くらいで

・～ように思う／感じる／見える ＊基準を示す文型 ・～をきっかけに
聞こえる ・～にしては

～ような気がする ・～わりには
・～で済む、～ないで／ずに済む
・～とされる／されている

～と見られる／見られている
・～ことはない

・なんとか注： ）内の副詞は上の文型・（
※あいにく（→ ）表現と重なるもの 会話１

Ｌ．７ Ｌ．８ Ｌ．９
事柄を加える（２） 時・場面を示す（２） 因果関係を示す
・～のみならず ・～を通じて ～を通して 期間 ＊原因・由来を示す「から」主要な 、 （ ）
・しかも ・～にわたって、～にわたる ・ 名詞］から文型 ［
・おまけに ＊「～て、すぐ」の表現 ・～ことから表現
・さらに ・～とたん ・ ～した）結果、～の結果（
・もっとも ・～か～ないかのうちに ・したがって
・なお ・～かと思ったら ・～以上（は）

・～次第 ＊「だけ」を使う文型
・～のは･･･てからのことだ ・～だけあって
・ ～した）末、～の末 ・～だけのことはある（
・ ～した）ところ ・～だけに（
・～っぱなし ・～ば、それだけ･･･

＊取り立て・強調表現< > ・～次第で（は） ＊視点・立場の表現< >その他 2 2
・～さえ ＊判断の根拠を示す「から」 ・～からすれば、～からしてもの

・～さえ･･･ば ・ 名詞］から／からして ・～おそれがある文型 ［
＊取り立て・強調表現< > ・～ことから、～ところから ＊「～を［名詞］にして／として」の表現 3

・～どころか ＊二重否定の文型 文型
・～どころではない ・～ないことは／もない

・～づらい ・～なくは／もない
＊「もと」を示す文型

・～をもとに
・～に基づいて ＊書き言葉の文法< > ＊書き言葉の文法< >1 2

・～得る、～得ない ・～まい ・ ～と言え）よう（

・どうせ ・せめて ・少なくとも
・どうしても
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Ｌ．４ Ｌ．５ Ｌ．６
対象を限定・特定する／しない 事柄を加える（１） 言い換える／まとめる
・～のみ ・～はもちろん ・すなわち主要な
・～こそ ・～ばかりでなく ・要するに文型

＊「限る」を使う表現 ・～ばかりか ・結局（は）表現

・～に限る ・ただ ＊内容をまとめるときに使われる
・～に限り ・ただし 指示表現
・～に限って ・こうして
・～に限らず ・そういうわけで、というわけで

＊「問う」を使う表現
・～は／を問わない
・～を問わず

・～（する）一方だ／ばかりだ

・～にともなって ＊程度を表す「だけ」 ＊「あまり （副詞）その他 」
・～きる、～きれない ・ 好きな）だけ～する ・あまりに（･･･て／ので）の （
・～きり、～たきり ・ 可能形］だけ～する ・あまりの（･･･で）文型 ［

・ 名詞／疑問詞］だって ・あまり･･･と表現 ［
＊感情・感覚を強調する表現< > ＊感嘆表現2

・～ないでは／ずにはいられない ・なんて･･･んだろう
・～だらけ ・なんと･･･のだろう
・～なりに ・それでも

・～と同時に、～とともに
・～当たり、～につき
※～たっけ（→ ）会話３

・ 何か／どこか）～ものがある ・～ことは･･･が ＊感嘆・強調に使われる「こと」（
・～わけがない ・ 形容詞］ことだ［

・ 疑問詞］～ことか［
・なんと～ことか

（・あまり （・結局））
※てっきり（→ ） （・なんて／なんと）会話２

Ｌ．１０ Ｌ．１１ Ｌ．１２
逆接のつながりを示す（１） 条件を示す 逆接のつながりを示す（２）
・～にしても、それにしても ＊「～なければ（･･･ない 」という ・～にもかかわらず主要な ）
・～ものの、～とはいうものの 意味の文型 ・～ながら（も）文型

・～くせに ・ ～ない）ことには ・～つつ（も）表現 （
・ ～した）ところで ・ ～て）からでないと ＊［意志形］を使う文型（ （
（～した）って ・ ～ない）限り、～限り ・～と～まいと（

＊「こそ」を使って強調する文型 ・～あろうとなかろうと
・～ばこそ ・～と（も）
・～のは･･･があってこそだ ＊［命令形］を使う文型

＊「もの」を使って強調する文型 ・～にしろ（～にしろ）
・ 可能形」ものなら ・～にせよ（～にせよ）［
・ 意志形］ものなら ・～であれ（～であれ）［

＊仮定に使われる副詞 ・～とはいえ
・万一、仮に

＊「つもり」を使う表現 ・～ところでは、～限りでは ・～ざるを得ないその他

・～つもりはない（意志） ・～に応じて ＊取り立て・強調表現< >の 5
・～つもりだ／で（非意志） ・～にかかわらず／かかわりなく ・～（し）はしない文型

・～も･･･なら、～も･･･だ ＊取り立て・強調表現< > ・～（し）もしない表現 4
・ ～する）しかない ・～（して）まで、～までして（
・～がたい ・ ～と）よけい（に）（
・～かねない
・～かねる

＊書き言葉の文法< >3
・ ～が／で）あろう／なかろう（

・ ～する）ことなく（

・せいぜい （・万一、仮に） ・たった
・よほど、よっぽど （・よけい） ・わずか


